


っています(図 3)。 

 

図 3.麻しん発生状況（三重県） 

2019年 1月～2月に発生した麻し

ん集団感染事例について 

2019年 1月～2月に県内で発生した麻しん

集団感染事例では、1 月 7 日～2 月 1 日まで

に 49例の患者が確認されました。 

当該事例では、初発患者が有症状の状態で

参加した研修会において感染が拡大してい

ます（二次感染者 24名）。ワクチン接種歴の

無い方が研修会参加者に多数いたことが感

染拡大の一因と考えられます。 

また三次感染以降は、家族内に加え、学校

や医療機関といった人の集まる場所で感染

が拡大し、三次感染者は 19 名、四次感染者

は 3 名、感染源が特定できなかった患者は 3

名でした(図 4)。 

 

図 4.保健所別流行曲線 

患者の年齢中央値は 17 歳（範囲：2～47歳）

で、10～20代を中心に感染が確認されました。

また、ワクチン未接種者は 30 名（61%）で、

ワクチン接種歴不明者を合わせると発症者に

占めるワクチン未接種・不明者は 36名（73%）

でした(図 5)。 

 
図.5年齢分布と予防接種歴 

 2月 1 日に患者が報告された後、麻しん集団

発生終息の目安である最終接触から 4 週間新

たな患者発生がなかったため、3月 1日、本事

例の終息を確認しています。 

麻しんに感染しないためには 

麻しんの最も有効な予防方法は、麻しんワ

クチンの 2 回接種です。日本では、麻しん・

風しん混合（MR）ワクチンを用いた 2 回接種

（1期、2期）が定期接種として実施されてい

ます（1期対象者：1歳児、2期対象者：小学校入学

前 1年間の小児）。 

また、海外では麻しんが流行している国や

地域があります。旅行前にご自身のワクチン

接種歴を確認し、必要回数のワクチン接種を

受けるようにしてください。 
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